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住
民
の
参
加
・
取
り
組

み
と
の
連
携　
　
　
　

土
地
利
用
の
実
現
方
針

土
地
利
用
の
基
本
方
針

　

土
地
利
用
規
制
の
根
幹
を
な
す
区
域

区
分
は
、
東
京
都
の
方
針
を
ふ
ま
え
な

が
ら
対
応
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
が
、

長
期
的
に
は
人
口
が
減
少
に
向
か
う
こ

と
が
見
通
さ
れ
る
な
ど
、
大
き
な
土
地

需
要
の
増
加
が
見
込
み
に
く
い
状
況
に

あ
る
た
め
、
原
則
的
と
し
て
、
現
在
の

市
街
化
調
整
区
域
を
市
街
化
区
域
へ
編

入
は
し
な
い
。

町
田
市
土
地
利
用
基
本
方
針
（
概
要
）

　

こ
の
土
地
利
用
基
本
方
針
は
、
町
田
市
に
お
け
る
土
地
利
用
の
動

向
を
見
据
え
、
今
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
町
田
市
の
魅
力
や
蓄
積
を

活
か
し
、
市
民
の
生
活
の
高
質
化
に
つ
な
が
る
将
来
の
あ
る
べ
き
土

地
利
用
を
想
定
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
各
種
手
段
の
活
用
に
つ
い

て
基
本
的
な
考
え
方
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
概
要
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
町
田
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
市
政
情
報
課
や
図

書
館
な
ど
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

（
１
）
町
田
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
活
用

①
将
来
人
口
に
つ
い
て

②
あ
る
べ
き
土
地
利
用
の
想
定
に
お
い

て
重
視
す
べ
き
視
点　

－

生
活
都
市
と

し
て
の
高
質
化－

　

地
方
分
権
等
の
社
会
的
動
向
に
あ
っ

て
は
、
町
田
市
の
今
ま
で
の
都
市
づ
く

り
に
関
わ
る
取
組
み
の
経
緯
な
ど
に
よ

り
今
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
都
市
の
蓄

積
、
魅
力
を
活
か
し
、
他
都
市
と
比
べ

て
町
田
市
で
生
活
す
る
魅
力
を
よ
り
高

め
て
い
く
こ
と
を
前
提
に
、
あ
る
べ
き

土
地
利
用
と
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
そ
の
際
に
は
次
の
よ
う
な
考
え

方
に
立
ち
想
定
す
る
。

＊
「
高
質
化
」
と
は
、
町
田
市
の
様
々

な
既
存
の
資
源
を
生
か
し
な
が
ら
、
生

活
都
市
と
し
て
様
々
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
応
じ
ら
れ
る
多
様
な
選
択
枝
を
適

正
な
経
済
的
水
準
で
用
意
を
し
、
町
田

　

町
田
市
の
貴
重
で
豊
か
な
自
然
資
源

や
地
形
特
性
を
十
分
に
ふ
ま
え
つ
つ
、

防
災
や
高
齢
社
会
、
環
境
共
生
・
資
源

循
環
型
社
会
の
到
来
へ
の
対
応
な
ど
を

考
慮
し
て
、
市
民
の
生
活
の
高
質
化
に

つ
な
が
る
将
来
の
あ
る
べ
き
土
地
利
用

の
想
定
に
照
ら
し
て
、
現
在
、
市
内
で

起
き
て
い
る
土
地
利
用
の
動
向
へ
の
対

応
を
中
心
に
、
土
地
利
用
の
基
本
方
針

を
以
下
に
示
す
。

（
１
）
良
好
な
魅
力
あ
る
住
宅
地
形

成
　

良
好
な
魅
力
あ
る
住
宅
地
と
し
て
の

環
境
を
確
保
す
る
。

　

そ
の
た
め
、以
下
の
措
置
を
講
ず
る
。

① 
敷
地
規
模
の
維
持
・
確
保

　

既
存
の
低
層
の
戸
建
住
宅
地
が
形
成

さ
れ
て
い
る
地
域
で
は
、
地
区
の
特
性

を
ふ
ま
え
て
長
期
に
わ
た
っ
て
活
用
で

き
る
社
会
的
ス
ト
ッ
ク
と
な
る
よ
う

に
、
一
定
規
模
の
敷
地
を
確
保
し
「
高

質
な
住
宅
地
」
の
形
成
を
誘
導
す
る
。

②
住
ま
う
魅
力
を
高
め
る
施
設
立
地

　

高
齢
居
住
者
の
増
加
な
ど
に
対
応

し
、
専
用
性
の
高
い
住
宅
地
内
に
お
い

て
も
徒
歩
圏
内
に
お
い
て
一
定
の
生
活

の
し
や
す
さ
を
支
え
、
ま
た
そ
こ
に
住

ま
う
こ
と
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
に
貢

献
す
る
よ
う
な
、
小
規
模
な
商
業
施
設

（
例　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
レ

ス
ト
ラ
ン
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
）
が
立

地
し
や
す
く
す
る
な
ど
の
誘
導
を
図

る
。

③
緑
豊
か
で
美
し
い
ま
ち
並
み
形
成

　

地
形
や
基
盤
状
況
な
ど
に
因
り
、
画

一
的
な
基
準
だ
け
で
は
望
ま
し
い
住
ま

い
の
空
間
を
実
現
す
る
の
に
限
度
が
あ

る
よ
う
な
地
区
で
は
、
地
区
の
歴
史
・

文
化
な
ど
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
美
し
い

ま
ち
並
み
形
成
に
つ
な
が
る
よ
う
な
道

路
、
宅
地
や
建
物
、
公
共
空
間
へ
の
き

め
細
か
な
誘
導
を
す
る
。

　

市
街
地
内
の
樹
林
地
や
敷
地
内
の
植

栽
な
ど
を
保
全
・
充
実
し
て
い
く
た
め

の
対
応
策
の
拡
充
を
図
る
。

　

現
在
の
緑
化
に
関
わ
る
様
々
な
方
策

を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
敷
地
内
緑
化

の
空
隙
を
十
分
に
確
保
す
る
た
め
の
方

策
な
ど
を
有
効
に
活
用
し
て
い
く
。

④
一
団
地
の
住
宅
施
設
等
の
計
画
的

中
高
層
住
宅
団
地

　

都
市
の
貴
重
な
ス
ト
ッ
ク
と
し
て
位

置
づ
け
し
つ
つ
、
新
た
な
社
会
的
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
よ
う
な
施
設
へ
の
更
新
、

修
復
な
ど
の
取
組
み
を
地
域
住
民
な
ど

と
共
に
進
め
、
更
新
の
目
標
が
明
ら
か

と
な
っ
た
も
の
か
ら
、
必
要
な
土
地
利

用
施
策
を
講
ず
る
。

（
２
）
緑
豊
か
な
都
市
空
間
の
形
成

①
拠
点
的
な
緑
地
保
全

②
斜
面
林
の
保
全

③
農
地
保
全

④
北
部
の
丘
陵
域
で
の
緑
地
を
中
心
と

し
た
土
地
利
用
調
整

⑤
住
民
な
ど
に
よ
る
緑
地
の
維
持
・
保

全
の
取
組
み

（
３
）
既
存
市
街
地
で
の
調
和
の
と

れ
た
市
街
地
環
境
の
形
成
（
マ
ン
シ

ョ
ン
立
地
へ
の
対
応
）

　

立
地
、
道
路
基
盤
な
ど
条
件
の
よ
い

工
場
跡
地
な
ど
の
中
高
層
住
宅
（
マ
ン

シ
ョ
ン
）
立
地
進
行
に
よ
り
学
校
等
の

公
共
施
設
需
要
や
周
辺
環
境
へ
の
影
響

が
で
て
い
る
こ
と
や
、
町
田
駅
周
辺
の

商
業
地
な
ど
で
中
高
層
住
宅
が
増
加
し

て
い
る
な
ど
に
対
し
て
は
、
多
様
な
形

態
の
建
築
物
の
立
地
を
許
容
し
な
が
ら

も
、
ほ
ど
よ
く
調
和
の
と
れ
た
良
好
な

市
街
地
環
境
を
確
保
し
て
い
く
。

そ
の
た
め
以
下
の
措
置
を
講
ず
る
。

①
町
田
駅
周
辺
で
の
都
市
型
の
住
宅
地

環
境
確
保

②
周
辺
環
境
に
配
慮
し
た
中
高
層
住
宅

立
地
の
規
制
・
誘
導

（
４
）
魅
力
あ
る
商
業
地
形
成

　

新
た
な
都
市
計
画
道
路
の
整
備
な
ど

に
よ
る
商
業
施
設
集
積
、
店
舗
構
成
の

変
化
や
、
鉄
道
駅
周
辺
の
既
存
商
業
地

で
の
様
々
な
要
因
に
よ
り
店
舗
が
撤
退

す
る
な
ど
に
対
し
て
は
、
魅
力
あ
る
商

業
地
形
成
を
図
る
。

そ
の
た
め
に
、
以
下
の
措
置
を
講
ず

る
。

①
町
田
駅
周
辺
で
の
高
質
な
都
心
型
商

業
地
の
形
成

（
１
）
用
途
地
域

①
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
、
第
二

種
低
層
住
居
専
用
地
域

　

用
途
地
域
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
の

定
め
る
「
用
途
地
域
等
に
関
す
る
指
定

方
針
及
び
指
定
基
準
」
を
も
と
に
、
市

内
の
地
区
特
性
か
ら
以
下
の
指
定
方
針

等
を
追
加
し
、
こ
こ
に
定
め
る
。

【
指
定
方
針
等
】

　

密
度
構
成
に
つ
い
て
は
、
町
田
市
の

こ
れ
ま
で
の
指
定
経
緯
を
ふ
ま
え
建
ペ

い
率　

％
、
容
積
率　

％
の
指
定
を
基

４０

８０

本
と
す
る
。

　

「
ゆ
と
り
あ
る
質
の
高
い
低
層
を
主

体
と
し
た
住
宅
地
」
を
確
保
し
て
い
く

た
め
に
、
原
則
と
し
て
、
新
た
に
敷
地

面
積
の
最
低
限
度
や
外
壁
の
後
退
距
離

の
指
定
な
ど
の
規
制
内
容
を
追
加
す

る
。

　

地
区
の
特
性
や
住
民
の
意
向
な
ど
に

よ
り
、
住
宅
地
内
に
お
い
て
商
業
利
便

性
を
高
め
る
な
ど
の
必
要
性
が
あ
る
場

合
に
は
、
地
区
計
画
等
の
導
入
に
併

せ
、
第
二
種
低
層
住
居
専
用
地
域
を
指

定
す
る
。

②
第
一
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
・
第

二
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域

　

住
宅
団
地
な
ど
の
土
地
利
用
が
確
定

③
第
一
種
住
居
地
域
・
第
二
種
住
居
地

域
・
準
住
居
地
域

　

商
業
地
周
辺
や
沿
道
市
街
地
な
ど
の

地
区
で
は
、
一
定
程
度
の
商
業
施
設
の

立
地
を
許
容
し
つ
つ
も
、
新
た
な
高
さ

の
混
在
に
よ
る
相
隣
的
な
環
境
の
悪
化

な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
過
度
の
高

さ
の
混
在
を
防
止
す
る
目
的
で
、
斜
線

制
限
型
高
度
地
区
の
斜
線
勾
配
を
一
定

の
高
さ
に
留
め
、
建
築
の
最
高
高
さ
を

制
限
す
る
高
度
地
区
の
指
定
を
す
る
。

④
近
隣
商
業
地
域
・
商
業
地
域

　

町
田
駅
周
辺
で
は
、
町
田
市
最
大
の

商
業
集
積
地
と
し
て
の
魅
力
を
確
保
す

る
た
め
に
、
将
来
の
商
業
地
イ
メ
ー
ジ

の
検
討
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
風
俗
営

業
施
設
立
地
の
規
制
や
個
性
あ
る
店
舗

の
立
地
誘
導
な
ど
、
立
地
す
る
店
舗
や

商
業
施
設
の
内
容
な
ど
へ
の
誘
導
を
図

る
た
め
、特
別
用
途
地
区
を
指
定
す
る
。

　

町
田
駅
周
辺
を
は
じ
め
と
す
る
市
内

の
各
駅
周
辺
な
ど
の
地
区
は
、
魅
力
あ

る
商
業
地
と
し
て
、
適
度
な
商
業
施
設

の
集
積
や
商
業
地
と
し
て
の
つ
な
が
り

を
確
保
す
る
た
め
に
、
地
区
住
民
の
意

向
を
把
握
し
な
が
ら
、
地
区
計
画
等
を

指
定
す
る
。

⑤
準
工
業
地
域
・
工
業
地
域

　

工
業
系
の
施
設
が
立
地
し
な
が
ら
工

場
等
の
転
出
等
に
よ
り
、
実
態
の
土
地

利
用
と
用
途
地
域
と
の
乖
離
が
進
む
地

（
２
）
そ
の
他
の
地
域
地
区

　

土
地
利
用
規
制
の
基
本
と
な
る
用
途

地
域
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
課
題

を
解
決
す
る
た
め
に
、
地
区
の
特
性
に

応
じ
て
次
の
よ
う
な
施
策
を
積
極
的
に

導
入
す
る
。

①
特
別
用
途
地
区

②
風
致
地
区

③
高
度
地
区

　

近
年
の
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
従
来
の
市

街
地
よ
り
極
端
に
高
さ
の
異
な
る
建
物

が
立
地
す
る
こ
と
に
よ
る
市
街
地
環
境

の
悪
化
を
抑
制
し
、
調
和
の
と
れ
た
市

街
地
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
過
度
の

高
さ
の
混
在
を
防
止
す
る
目
的
で
、
斜

線
制
限
型
高
度
地
区
の
斜
線
勾
配
を
一

定
の
高
さ
に
留
め
、
建
築
の
最
高
高
さ

を
制
限
す
る
高
度
地
区
の
指
定
を
す

る
。

（
３
）
地
区
計
画
等

（
１
）
手
続
き
に
お
け
る
住
民
意
向

反
映
の
方
法
等
の
工
夫

（
２
）（
仮
称
）
町
田
市
街
づ
く
り

条
例
（
案
）
と
の
連
携

（
４
）
そ
の
他

　

地
区
の
特
性
や
住
民
の
意
向
な
ど
に

よ
り
、
特
定
用
途
の
立
地
防
止
や
、
敷

地
規
模
、
外
壁
の
後
退
距
離
の
確
保
な

ど
用
途
地
域
に
よ
る
規
制
だ
け
で
は
十

分
な
対
応
が
で
き
な
い
よ
う
な
場
合
に

は
、
地
区
計
画
等
を
積
極
的
に
活
用

し
、
高
質
な
住
環
境
の
維
持
・
保
全
を

図
る
。

①
生
産
緑
地

　

市
街
地
内
の
農
地
に
つ
い
て
は
公
共

空
地
と
し
て
の
機
能
と
と
も
に
、
貴
重

な
農
業
資
源
と
し
て
活
用
さ
れ
、
ま
た

将
来
的
に
は
公
園
等
の
施
設
緑
地
と
し

て
の
活
用
も
期
待
さ
れ
る
た
め
、
生
産

緑
地
に
つ
い
て
は
、
追
加
指
定
や
指
定

要
件
の
見
直
し
を
は
じ
め
、
市
街
地
内

で
の
美
し
い
農
地
と
し
て
の
管
理
方
策

の
検
討
や
、
今
後
の
優
先
的
な
買
い
取

り
を
想
定
す
る
対
象
を
事
前
に
検
討
し

て
お
く
な
ど
の
対
応
を
図
る
。

②
緑
地
保
全
の
森
・
市
民
の
森
等
の
指

定③
開
発
許
可

　

市
街
地
内
の
樹
林
地
や
斜
面
林
を
で

き
る
だ
け
保
全
し
て
い
く
た
め
に
、
開

発
行
為
の
規
模
要
件
を
見
直
す
ほ
か
、

緑
の
残
し
方
な
ど
を
別
途
示
す
「
（
仮

称
）
町
田
市
の
斜
面
開
発
に
関
わ
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
検
討
な
ど
に
よ
り
、

開
発
許
可
と
一
体
と
な
っ
た
よ
り
効
果

的
な
対
応
を
図
る
。

　

土
地
利
用
の
規
制
・
誘
導
手
法
の
活

用
に
つ
い
て
は
、
住
民
意
向
を
ふ
ま
え

た
取
り
組
み
と
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
が
、
法
に
基
づ
く
手
続
き
に
お

い
て
も
情
報
提
供
や
意
見
把
握
の
た
め

の
工
夫
な
ど
に
取
り
組
む
。

　

地
区
の
住
民
意
向
を
土
地
利
用
の
規

制
・
誘
導
施
策
の
活
用
へ
と
反
映
し
て

い
く
に
あ
た
っ
て
は
、
現
在
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
る
「
（
仮
称
）
町
田
市
街

づ
く
り
条
例
（
案
）
」
に
基
づ
き
、
住

民
、
事
業
者
お
よ
び
町
田
市
の
役
割
を

明
確
に
し
、
各
主
体
の
協
働
の
取
り
組

み
に
よ
っ
て
適
切
に「
高
質
な
住
環
境
」

を
誘
導
す
る
。

　

緑
地
の
減
少
な
ど
と
い
っ
た
動
き
に

対
し
て
は
、
住
民
な
ど
に
よ
る
緑
地
の

維
持
・
保
全
の
取
組
み
と
連
携
し
な
が

ら
、
現
在
の
緑
の
資
源
を
保
全
し
つ

つ
、
環
境
学
習
の
場
と
も
な
る
緑
豊

か
な
都
市
空
間
と
し
て
い
く
。

そ
の
た
め
以
下
の
よ
う
な
措
置
を
講

ず
る
。

し
て
い
る
地
区
以
外
で
は
、
マ
ン
シ
ョ

ン
の
立
地
な
ど
に
よ
り
新
た
な
高
さ
の

混
在
に
よ
る
相
隣
的
な
環
境
の
悪
化
な

ど
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
過
度
の

高
さ
の
混
在
を
防
止
す
る
目
的
で
、
斜

線
制
限
型
高
度
地
区
の
斜
線
勾
配
を
一

定
の
高
さ
に
留
め
、
建
築
の
最
高
高
さ

を
制
限
す
る
高
度
地
区
の
指
定
を
す

る
。

　

周
辺
に
低
層
住
宅
を
主
と
す
る
市
街

地
が
形
成
さ
れ
て
い
る
主
要
な
道
路
沿

道
で
は
、
一
定
程
度
の
商
業
施
設
の
立

地
を
許
容
し
つ
つ
も
、
中
高
層
の
建
物

立
地
を
規
制
す
る
目
的
で
、
斜
線
制
限

型
高
度
地
区
の
斜
線
勾
配
を
一
定
の
高

さ
に
留
め
、
建
築
の
最
高
高
さ
を
制
限

す
る
高
度
地
区
の
指
定
を
す
る
。

区
な
ど
で
は
、
地
区
の
位
置
や
周
辺
地

の
土
地
利
用
等
を
勘
案
し
、
適
切
な
市

街
地
の
環
境
を
確
保
す
る
た
め
に
地
区

住
民
の
意
向
を
把
握
し
な
が
ら
、
地
区

計
画
等
の
導
入
に
併
せ
用
途
地
域
等
の

変
更
を
す
る
。

　

マ
ン
シ
ョ
ン
立
地
が
顕
著
な
地
区
、

あ
る
い
は
今
後
マ
ン
シ
ョ
ン
立
地
が
進

む
可
能
性
が
高
い
地
区
に
つ
い
て
は
、

中
高
層
建
築
物
の
立
地
に
よ
る
周
辺
環

境
へ
の
影
響
を
抑
え
る
た
め
、
過
度
の

高
さ
の
混
在
を
防
止
す
る
目
的
で
、
斜

線
制
限
型
高
度
地
区
の
斜
線
勾
配
を
一

定
の
高
さ
に
留
め
、
建
築
の
最
高
高
さ

を
制
限
す
る
高
度
地
区
の
指
定
を
す

る
。

　

新
た
に
戸
建
て
を
中
心
と
し
た
住
宅

地
が
形
成
さ
れ
る
地
域
で
は
、
長
期
的

な
ス
ト
ッ
ク
と
な
る
よ
う
に
、
敷
地
や

住
宅
の
十
分
な
規
模
の
確
保
や
公
園
、

道
路
の
基
盤
確
保
な
ど
に
対
応
し
市
街

地
の
形
成
を
図
る
。

市
で
の
生
活
の
魅
力
を
高
め
て
い
く
こ

と
に
あ
り
、
「
住
み
た
く
な
る
ま
ち
、

住
み
続
け
た
く
な
る
ま
ち
」
と
し
て
い

く
も
の
で
あ
る
。

②
町
田
駅
周
辺
で
の
歩
行
回
遊
性
確
保

③
身
近
な
商
業
地
の
維
持
・
形
成

（
２
）
新
た
に
考
慮
す
べ
き
事
項
・

視
点 １　

あ
る
べ
き
土
地

利
用
想
定
の
考
え
方

．

２　

土
地
利
用
の

基

本

方

針

．

３　

市
街
化
区
域
・

市
街
化
調
整
区
域

設

定

の

方

針

．

．．

イ　

新
規
住
宅
地
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既
成
住
宅
地
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